
◆発明概要と利点

発明者らは、iPS細胞由来骨格筋幹細胞を起点に成熟した骨格筋細胞を誘導する

新しいプロトコルを確立しました。分化用培地の組成を改良し、さらに基底膜マ

トリックスの重層と小分子アグリンの添加を行うことで最も成熟した形態の骨格

筋細胞を得ることに成功しました。本発明により製造された成熟筋管細胞は、整

列したＴ管構造および筋小胞体とＴ管により形成される３つ組構造を有する筋管

細胞です。

⮚ 新規性
整列T管構造を有する骨格筋をヒトiPS細胞から作成したという報告はこれ

までになく、本法によりサルコメア構造整列よりさらに成熟化が進んだいわ
ゆる「完全に成熟した」骨格筋細胞の作製が実現しました。

⮚ 病態研究・創薬スクリーニング
本発明の製造方法により、遺伝性筋疾患個体由来の骨格筋幹細胞から製造

された成熟筋管細胞は、当該遺伝性筋疾患の病態研究や、創薬スクリーニン
グに好適に使用することができます。

骨格筋幹細胞からの成熟筋管細胞の誘導

京都大学の新技術

◆開発段階

成熟化の進んだ筋管細胞を

取得済

ライセンス契約を受けていただき 本発明の実用化を目指していただける企業様を求めます。

病態評価や創薬スクリーニングを行うために必要である十分に成熟した
筋管細胞を製造する方法を開発しました。

◆背景

成熟した筋管細胞では、整列したサルコメア構造、整列したＴ管構造、筋小胞体

とＴ管により形成される３つ組構造が観察されます。３つ組構造や整列したＴ管

構造の異常の有無は、形成過程にある未熟な筋管細胞では判断が難しく、十分に

成熟した筋管細胞において観察する必要があります。したがって、３つ組構造や

整列したＴ管構造の異常を有する疾患の病態評価や、創薬スクリーニングを行う

ために、十分に成熟した筋管細胞を製造する方法が求められていました。
◆適応分野

医療

• 創薬スクリーニング

• 薬効評価

◆希望の連携形態

• 実施許諾

• オプション
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※本発明は京都大学から特

許出願中です。

図.30日目におけるTMGC/アグリン群の代表的な電子顕微鏡写真
(Ａ)コントロール群には整列したサルコメア構造が観察されており、
(Ｂ)TMGC群には３つ組構造と認められる構造が観察されています。
したがって、30日目の時点で成熟した筋管細胞の形態になっていると
考えられます。

◆お問い合わせ先

京都大学産学連携担当

株式会社TLO京都

〒606-8501
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